










要約:当科において亡くなった小児がん症例 48例について、死亡時の状況および終末期の

モルヒネの使用状況につき検討した。このうち 43 例は原疾患または合併症のために死亡

まで入院管理が必要であったが、5 例は在宅で死を迎えることができたのではないかと思

われた。終末期にモルヒネの投与を必要としたのは白血病 24 例中 9例(38%)、固形腫瘍 24

例中 14 例(58%)で、固形腫瘍では主に骨転移・浸潤のため、長期間投与が必要となる傾向

にあった。家族の院外宿泊施設の利用状況についても報告した。


